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6)硬組抱の形態学的研究















































































































ー実行委員会 (委員長 ･千葉敏郎 )が所内に設け
られ,コロニー建設の基本的実施計画の策定に当
たることになった｡この委員会はその後.所内の
各種委員会とも協議を重ね.さらに実施計画案の■
大要について全所員に対する説明会を開くなどし
て,研死所周辺地城に対する影響をも含めた環境
問題,将来班設予定の情報資料センターとの関係
などについて も多数の意見を放しつつ最終的プラ
ンの確定につとめた.この間に,京大本部との頻
究な接渉が行われたことは勿論である｡結局.良
終案として兜節付群放飼場 (総面積2,487〝タ)杏
4区画に分けてここに総数約 120頭のアカゲザル
･ニホンザルを収容し,ここで生まれた子ザルを
育成会 (総面81528m[)に移し､災申的に管理す
ることに落ち若いた｡邪工は当初10月初が予定さ
れていたが.諸抑Iljにより大巾に遅れ結局12月下
旬に至って本格的エTJfが始まった｡それに伴い完
成予定も.当初の3月末が55年6月に延期され.
竣工検査が行われたのI事6月23日であった｡
研究用サルの自家先師態勢の充実は,殆ど研究
所開設の時点以来,いわば田年の願望であったが.
ここに少なくともその容れ物だけは成った訳であ
る｡今後どのようにしてその中身を調達し.いか
にしてこれを充実 ･発展せしめるかが.実はj:り
大 きな困難な課斑であることは言う迄 もない｡年
子引こ6097iの処Blな子ザルを育成し,これを確実に
研充用に眺するようになる迄には.少なくとも後
数年問を要する苔である｡幸いにして,コロニー
新設に伴なって技官定員の1名増加と,運営費の
増視も認められたので.大いに奮起して今後の発
展を期したい｡
科研費によって購入されたサルの総数は･,総保
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